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エストニアは旧ソ連の構成国に







も、次のようになる。有権者は、自身の選挙区に出馬してい 各党の名簿から一人を選んで投票 。この投票は、党の得票であると同時に、候補者個人の得票でもあその投票をもとに まず 、①全国レベルで顕著な個人的支持（有権者数の一〇一分 一の得票）を得た候補が、当選する。②次に各選挙区で、ヘア基数方式で各党に議席を配分し、得票の多い候補順に（ただし基数一〇％以上の得票者のみを対象として）当選者を決める。仕組み上、全定数 埋まるとは限らない。③最後に、未定の議席について、全国レベルで修正ドント方式により各党に議席を
配分し、各党提出の全国名簿順に当選者が決まる。第三段階は選挙区と無関係なため、各選挙区の定数と当選者数 一致しないことが通例である。比例代表制を軸としつつも、誰が議席を得るのかを有権者がコントロールできること目指した制度といえ　
とはいえ、第一段階で当選する
候補は非常に少なく ほとんどの議席は第二段階および第三段階で当選する。そのため、最終的には党としてどれだけの票を得られるのかが重要であり、とく 第三段階の当選者は党内事情によって決まるから、 （自己の知名度や名声で票を稼げる）一部の有名政治家を除けば、候補者の多くが個人の利害より党の意向に服従する力学が働く。選挙戦は基本的に政党単位で展開されることにな といえる。
●選挙戦の諸相　
しかし、選挙前にエストニアを
訪れた者なら誰しも、 「選挙運動の見えづらさ」に気づくことであろう。エストニアでは、選挙期間中の屋外政治広告の掲示が全面的に禁止されている。そのため 路上を歩いているだけでは、エストニアが選挙期間中であ ことには気づきづらい。膨大な費用のかかる屋外広告を禁ずること 、資金力によって勝敗 決まることを避けるという意味では、日本 文書図画配布の制限に似たところがあるが、選挙期間外の掲示 じられていないため、選挙戦中に 政党の広告 みられず、選挙期間外にこそ政党の広告を目にすることがあるという、ねじれ 状況になっている（こ 辺りは 日本のポスター規制と類似し る） 。　
他方で、メディアを通じた政治






16_特集.indd   34 16/08/02   10:45
35 アジ研ワールド・トレンド No.251（2016. 9）
こともあるらしい。また、メディア上の広告掲載に制限がないため、雑誌やタブロイド紙には頻繁に政党の広告が掲載されている。筆者が二〇一一年の総選挙前にキオスクをみていると、別の雑誌なの表紙が類似している、ということがあった。何のことはなく、両が同じ政党に対し 面の大部分を広告として提供し たのである。政党単位の選挙が中心となため、各候補者が個別 広告を用意・掲示するということはあまりなく、党首や党重鎮が映ったポスター・ＣＭ・動画（な し同様のデザインで一緒に並べたもの）が多い。　
また、屋外で禁止されているの
は政治広告の掲示だけであり 集会を行うことは禁じられていないこのような、屋外（ないし屋内）での、ワークショップ ような形での政治宣伝 頻繁に行われているよう ある。ＳＮＳ上で事前にイベント 告知を行い、既存支持者の投票喚起や潜在的支持層への訴えかけを行うことで 票固めを行うといった意図がみられる。●インターネット投票　
先述したように、エストニアで
はインターネットを通じた投票が可能である。誤解されがちであるが、これは（選挙日当日の）通常の投票に代わる新技術としてではなく、あくまで期日前投票の一環として導入された。日本でもかつては、二重 封筒 入れ ことで期日前投票を実施していたが、この二重の封筒による期日前投票を電子的に実現しているの インターネット投票である。選挙日当日に行うことはできない。　
自宅での投票が可能となると、
投票環境の公正さに疑義が生じよう。極端なことをいえば、ある政治勢力が、有権者をＰＣ 前で脅迫して、特定党派へ 投票を強要することができてしまう。この問題を予防するため、インターネット投票は何度でも投票のやり直しと上書きが可能である。一重目の封筒に書かれた名前が外からも読めるように、 したか否かは電子政府システム上で追跡が可能なので、前回の投票を破棄 て上書きすることができるのである（具体的な投票先を記録した「二重目の封筒」を開ける電子鍵は選管メンバーのみが保有してい ため、投票先 秘密は保たれ ） 。　
いくらでも再投票が可能となる
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